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　エネルギー資源の国際価格が急速に上昇した結果、2001

年からロシア経済は純輸出国となった。こうした中、貯蓄

率の比較的低いまま（約20％）のロシア経済は必然的に、

対外債権国となった。しかし、財の輸入と資本輸出の増加

テンポが相対的に低い状態が続く中で、エネルギー資源お

よびその他原料の輸出による外貨収入の影響力がロシア経

済に徐々に蓄積され、それはルーブル高（2001～2008年で

約30％）が進む環境を作った。これが国民の名目所得の一

本調子の成長とともに消費需要の急速な成長を促進したの

である。輸出からの相当な収入は投資マインドが急速に高

まる原因となった。これらのことすべてが、準備金の国外

流出によるロシアの金融システムの流動性不足と並行して

起こった。インフレ率が高いため年利は18～22％の水準で

維持された。その結果、銀行による借入など民間部門の借

入という形で貨幣資本の積極的な輸入が始まった。

　結果的に、ロシアは2005年から純債権国から純債務国に

変貌した。同時に、ロシアは依然として輸出指向型経済で

ある1。2008年、ロシアの対外純投資ポジションはマイナ

ス1,270億ドルとなった（図１）。この際、民間セクターの対

外債務は2007年末の時点で既に4,170億ドルとなっていた。

　ロシアでは2008年半ばまでに、「他人の誤り」とは無関

係に「三つ子のバブル」（証券市場、商品市場、住宅市場）

が形成された2。これがロシア経済の中に金融危機の温床

を作った。金融危機は世界資本市場の下落と外需ショック

が引き金となって始まった。

　ロシア経済が「輸出国－債権国」から「輸出国－債務国」

に移行したことは、ダブルショック（外需ショック、対外

債務ショック）をもたらした。経済のマクロ的要素のどれ

一つとして、このような「二重の」打撃に対する備えがで

きていなかった。つまり、経済構造は内需に転換すること

ができない一次産業に頼りすぎていた。銀行・金融セクター

は、国外の金融市場に向かっていた金融サービスや借入の

需要を、必要なだけ奪還するということができる状況にな

かった。この際、ロシアの経済主体の借入が輸出収入をあ

てにしていたことによって外需ショックに拍車がかかり、

それが状況を悪化させた。原料市場における需要低下は、

ロシア国内の生産量に影響を及ぼしただけでなく、ロシア

経済への資金フローを相当に縮小させた。同時に、世界金

融市場で資金を借り入れる可能性も減少した。

　その結果、2009年初めには既に、ロシア経済は下降期に

入っていた。ほとんどすべての主要指標について下降が記

録された。2009年１月のGDP成長率がまだプラス5.6％の

水準を維持しながらも2008年１月より鈍化していたこと

は、ほぼすべての産業部門のマクロ経済指標の完全な落ち

込みと併せて、ロシア経済の状態がまもなく、「景気後退」

に関する技術的定義に完全に当てはまるであろうことを物

語っていた。そして実際に、2009年第１四半期にはロシア

のGDPは2008年第１四半期比で15％以上縮小した。商品・

サービス生産指数は2009年１月にはすでに2008年１月比

87.5％であったし、工業生産指数は84％、貨物輸送量は

85.3％、外国貿易高は82.7％だった。また、輸出は輸入よ

りも著しく減少した（それぞれ2008年１月比73.9％、

96.4％）。失業率は8.1％となり、これは、景気後退状態に

あることを１年以上前に正式発表していたアメリカの12月

（2008年）の失業率を超えた3。

　2009年１～９月にロシアのGDPは2008年同期比で約

10％減少、工業生産量は12％強減少した。

金融危機が極東の景況に及ぼした影響

　直近の過去７、８年間で、ロシア極東の経済発展は1990
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図１．2001～2008年のロシアの純投資ポジション
� （単位：十億ドル）
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年代よりもかなり大きく連邦予算からの交付金など国内経

済に依存するようになった。とはいえ輸出は依然としてこ

の地域の成長の重要な要素である。しかるに、2009年１～

９月、ロシア極東の輸出高は前年同期比で42.0％減少した。

その結果、域内総生産（GRP）に対する輸出の寄与度は

2007～2008年の30～32％から、25％に低下した。これは、

全般的な経済均衡と成長テンポを維持する上で極東とロシ

アのその他地域との連携の役割を著しく増大させた4。そ

してロシア経済全体での生産量および所得の減少の影響を

受けた需要低下は、ロシア極東経済にとっても需要全体が

低下する原因となった。このように、ロシア極東地域はダ

ブルショック（外需ショック、国内需要ショック）の影響

下にあることが分かる。

　2009年上半期、鉱工業生産の減少幅はロシア全体の11％

に対してロシア極東では約18％だった。しかしこの際、採

掘産業と加工産業の動きは異なっていた（図２）。採掘産

業の生産量は2008年12月比で20％増大したが、加工産業の

生産量は30％以上減少した。

　縮小の度合いに応じて、産業部門を４つのグループ（国

内消費者市場をターゲットとする部門、電力・燃料業、投

資部門、一次産業）に分けることができる。

　第１のグループの落ち込みが最も小さかった。これは、

消費者需要の下がり方が比較的緩やかだったためだ。特定

の食品については、ロシア極東では2009年１～６月に生産

量が増えさえした（肉の生産16.4％増、漁獲量4.6％増、缶

詰生産54％増、植物性・動物性油脂および牛乳等の生産４

～６％増）。しかも、ルーブルの下落の結果、前述の食品

のみならず、食品以外の比較的単純な製品についても、輸

入代替が起こった（表１）。

　発電量は、電力消費の慣性が大きいことと、いわゆるエ

ネルギー資源の恒常的消費の占める割合が高いことを反映

して、ロシア極東での落ち込みは小さかった。この間、燃

料産業では石油の生産が33％増え、ガスの生産は22％増え

た。これは、商業生産を始めたサハリンプロジェクトにとっ

て石油市場の景況が良好だったためだ。石油および液化天

然ガス（LNG）の販売開始はちょうど良いタイミングで

燃料産業の好成績の原因となった。

　生産の縮小が最も激しかったのは、民需の機械製造業と

建材製造業においてだった。プレハブ鉄筋コンクリートの

構造物や部品の生産は2009年第１四半期には約30％減少

し、セメントの生産量は60％減少した。その原因は、工事

現場でこの種の製品の需要が激しく落ち込んだことだ。

2008年全体で建設作業が7.1％減少した後、2009年上半期

のロシア極東の建設業の生産量は15.5％減少した。

　金融危機は木材業の状況も悪化させた。輸出関税が引き

上げられる見込みであったことが影響し、2008年には既に

木材輸出は2007年比で20％減少していた。2009年１～９月

には減少幅は2008年同期比26.5％だった。

　ロシア極東における生産の減少、また域内および外国貿

易の取引高の減少は貨物輸送の減少を招いた（図３）。し

かも、貨物輸送が減少したのは2009年だけではない。貨物

輸送の減少は2008年下半期にも起こった。その結果、2008

年の貨物輸送は2007年比86％にしかならなかった。さらに、

2009年上半期全体の最大の落ち込みが鉄道輸送（2008年１

～６月比73.6％まで減少）、沿海・内水面貨物輸送（同

69％）で記録された。これは、外国貿易の減少によるシベ

リア横断鉄道の利用率の低下、さらに財政難によるロシア

極東北部への物資供給の減少が原因である。

　ロシア極東における経済活動のレベル低下、さらに消費

者および生産者の不況感は労働市場の状況を著しく悪化さ

せることになった。2009年１～７月、ロシア極東における

失業者数は、10.4万人から1.5万人増え、11.5万人になった5。

同時に、失業者数が雇用センターの求人を超過した数は、

2009年１月の1.5万人に対して７月は３万人だった。失業

者数の増加と不況感は、2001～2008年の間続いていた実質

4「2009年１～６月の極東連邦管区の各地域の社会経済状況主要データ」第１部「各地の社会経済状況の可比データ」、国家統計局ハバロフスク支部、
2009年。

「2009年１～６月の極東連邦管区の各地域の社会経済状況主要データ」第２部「ロシア連邦閣内の連邦工生態の主要な特徴」、国家統計局ハバロフス
ク支部、2009年。

「2008年極東連邦管区の社会経済状況」国家統計局（モスクワ）、2008年。
5 原文のまま。

図２．ロシア極東における産業部門の成長テンポ、単位：％
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賃金の上昇の鈍化をもたらした。2009年第１四半期にはロ

シア極東における実質賃金はゼロ成長を示した。同時に、

2009年１～９月には比較的高い水準でインフレが続いた。

ロシア全体の消費者物価指数は2008年12月比で8.1％上昇、

ロシア極東では8.8％上昇だった。この際、もっとも高い

成長を見せたのはサービス（9.3％）および工業製品消費

者物価（9.6％）だった。後者はルーブルの下落（2009年

９月までに約11％）の影響を反映している。

　物価、雇用、消費者および生産者の景況感の連動は、ロ

シア極東における小売売上高がマイナスに変動する原因と

なった。2009年第１四半期はまだ、住民の名目所得が

12.5％減少する中で総消費支出は2008年の水準（１ヵ月当

たり約１万ルーブル）を維持していたが、これは貯蓄水準

の低下、さらに公共サービス費の家計に占める割合が増え

たことによる。その結果、小売売上高はかなり減少した（図

４）。

　ロシア極東における金融危機の特徴を最も明確に説明す

るのが、固定資本投資の動きである。ロシア全体の状況と

表１．極東連邦管区の生産量

製品
生産量、

2009年９月 2008年９月比（％）
木材の集材・運材、百万m3 7.4 73.5
工業用木材、百万m3 6.7 72.0
石炭、百万トン 19.5 82.4
石油（ガスコンデンセートを含む）、百万トン 12.8 133.3
可燃性天然ガス、10億m3 7.9 123.8
非鉱石類建材、10億m3 10.4 87.9
肉（副産物を含む）、千トン 39.3 116.3
ソーセージ製品、千トン 49.3 84.7
漁獲量（魚、海産物）、千トン 1935 115.8
水産加工品（魚缶詰を含む）、千トン 1731 112.7
魚および海産物の缶詰および準保存食品、百万個（標準缶で） 148 87.0
植物性油脂、千トン 19.4 190.4
乳製品（牛乳に換算）、千トン 199 101.8
パン・パン製品、千トン 224 97.7
製菓類、千トン 28.1 101.1
ウォトカ・リキュール類、百万デカリットル 1.7 81.9
ビール、百万デカリットル 29.3 93.7
ニット商品、百万点 1.6 93.8
レッグウェア、百万足 3.3 89.3
靴、千足 1934 2.5倍
材木、千m3 811 93.9
原油の一次精製、百万トン 8.4 96.1
硫酸一水和物 … 90.7
医薬品、百万ルーブル 1030 96.0
建築用レンガ、百万個（標準レンガ） 74.9 51.4
セメント、千トン 1270 50.1
プレハブ鉄筋コンクリートの構造物・部品、千m3 410 73.1
鉄製圧延鋼材 … 46.8
エレクトリック・オーバーヘッドクレーン、基 9 18.4
動力変換器 … 86.0
電力、十億kWh 29.5 98.9

出所：国家統計局公式サイト（http://www.gks.ru）資料より。
　　　「2009年１～９月のロシア連邦の社会経済状況（速報値）」、国家統計局、2009年。

図３．ロシア極東の貨物輸送量の変化率

2009年上半期（対前年同期比）2008年（対2007年比）

海上鉄道全体
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異なり（2009年の固定資本投資額はロシア経済全体で、

2008年比40パーセントポイント減少）、ロシア極東におけ

る固定資本投資はこの地域の景況を示す指標によらない不

変数であった（2008年および2009年第１四半期の増加率は

それぞれ7.8％、20.8％）。考えられる原因は、この地域の

投資の大部分が連邦予算および地方予算から直接出てい

る、あるいは国の優先するインフラおよび域内システムの

整備事業（例えばESPO石油パイプライン、ガスパイプラ

イン、連邦自動車道の建設、ウラジオストク市における

APECサミット関連施設建設、南ヤクートの資源開発プロ

ジェクトなど）とリンクしていることだ。

　概して、金融危機の過程で、ロシア極東経済の部門構造

は投資部門およびイノベーション部門が縮小して、消費部

門の方向にシフトしている。有料サービスの構成比、さら

に消費分野への投資の構成比の顕著な縮小は、構造変化の

肯定的側面と考えるべきであろう。食品および食品以外の

単純製品の一部については、輸入代替も起きている。

金融危機が「2013年までのロシア極東発展」プログラム

に及ぼす影響

　2008年８月、「ロシア極東地域発展」連邦特別プログラ

ムはさらに修正が施され6、その結果、資金投入の総額は

5,670億ルーブルから7,005億ルーブルに増額された。これ

は、「アジア太平洋地域における国際協力拠点としてのウ

ラジオストク市発展」サブプログラムの資金投入金額がほ

ぼ倍増したことと関係している。この資金のうち75％以上

が連邦から、約16％が企業から、そして９％がロシア連邦

構成体から拠出される。

　「プログラム」では、投資資金の７割以上が交通系統お

よび地域電力系統の既存の施設の拡張と近代化、そして新

規建設に投入されることになっている。2008年にはロシア

極東の交通・輸送インフラ、電力系統、土木インフラ、公

共分野の整備プロジェクトの実施に260億ルーブル強が投

入された。そのうち67％は連邦からの公的資金だった。資

金の大部分（約７割）はカムチャツカ地方、沿海地方、ハ

バロフスク地方に集中している。

　2008年には「プログラム」の枠内で電力系統施設の近代

化および建設のプロジェクトが実施された。例えば、ウス

チ・スレドネカンスク水力発電所（マガダン州）工事が継

続された。この発電所によって将来、サハ共和国（ヤクー

チア）の遠隔地の送電網が統合されたあと、「東西」およ

び「南北」ルートの国家統一送電網の北翼ができあがる。

このほかにも、トルマチェフ川（カムチャツカ）の水力発

電所群の建設、カムチャツカ地方およびサハ共和国（ヤクー

チア）での小型火力発電所の建設、カムチャツカ地方およ

びマガダン州で様々な容量の高圧送電線の敷設が行われ、

カムチャツカ地方、サハリン州、サハ共和国（ヤクーチア）

でガスパイプライン建設および居住区のガス化（ガス燃料

への移行）プロジェクトが実施された。

　ロシア極東地域、特に北部地域（マガダン州、カムチャ

ツカ地方、チュコト自治管区）の発展でもっとも重要な分

野は交通・輸送インフラの整備である。北部の多くの地域

にはそもそも自動車道がなく、空路と冬専用の自動車道路

しかない。ロシア極東のこれらの地域には鉄鉱石や原料炭、

銅、金、その他鉱物資源の大鉱脈が集中しているにもかか

わらず、それらへのアクセスは限られている。そのため、

道路はこの地域が発展するための主要な条件なのである。

　2008年にはロシア連邦投資基金の支援で、この地域で最

大のプロジェクトの一つ、コムソモリスク・ナ・アムーレ

とソビエツカヤ・ガワニの間のクズネツォフ・トンネルの

建設が始まった（ハバロフスク地方）。このトンネルは鉄

道上の難所である。トンネル入口のきつい傾斜と急カーブ

によって、トンネルのキャパシティを上げることができな

い。新しいクズネツォフ・トンネルは2012年末までに完成

することになっている。このトンネルの建設によって、こ

の区間の重量規定および列車の運行速度を引上げることが

でき、その結果、ワニノ港およびソビエツカヤ・ガワニ港ま

での鉄道輸送のキャパシティを約３倍にすることができる。

　マガダン州では、大型金鉱、特に有望なナタルキンスコ

エ鉱山との連絡を確保するための自動車道の改修工事が行

われた。ナタルキンスコエ金鉱山は金の確認埋蔵量で世界

第３位と評価されている。フィジビリティ・スタディによ

れば、ナタルキンスコエ採鉱・選鉱コンビナートの年間生

産能力は、鉱石約4,000万トンと金32トン強である。自動

車道改修プロジェクトが実施されれば、金生産会社「マト

図４．2009年のロシア極東およびロシア連邦の小売売上高

6 2008年８月25日付第644号ロシア連邦政府決議「『2013年までの極東およびザバイカルの経済社会発展』連邦特別プログラムの修正について」
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ロソフ記念採鉱会社」の鉱業所は海洋港と接続されること

になる。

　チュコト自治管区では、改良して使用期間が延びた「ビ

リビノ－アニュイスク」間冬用自動車道路での河川橋の建

設にかなりの資金が使われた。

　ハバロフスク地方、カムチャツカ地方およびサハ共和国

（ヤクーチア）で世界標準規格を満たす自動車道の建設が

続行された。

　「プログラム」では医療保健施設、教育施設、文化・スポー

ツ施設の新規建設および改修事業に莫大な資金が割り当て

られている。

　2008年には、ロシア極東全域で既存の医療保健施設の拡

張・改修、病院・結核専門病院・腫瘍専門病院の新規建設、

就学前教育施設および中等教育施設の新規建設が行われた。

　サブプログラム「アジア太平洋地域における国際協力拠

点としてのウラジオストク市の発展」は「プログラム」の

一部である。このサブプログラムを実行するための主な起

爆剤となっているのが、2012年のウラジオストク市での

APECサミットの開催である。同時に、APECサミットの

開催は最終目標ではなく、沿海地方全域の発展を促進する

ための手段であり、サミット開催準備はロシア極東の発展

の総合的プランと調和しなければならない。サブプログラ

ムに盛り込まれた事業を2008～2012年に実施するために、

2,842億ルーブルの費用が見込まれており、このうち連邦

からの公的資金が７割を占めている。

　2008年、「プログラム」の資金のかなりの部分が、ウラ

ジオストク市の金角湾横断橋の建設に拠出された。この橋

は「ハバロフスク－ウラジオストク」間連邦自動車道とルー

スキー島を結ぶ道路に接続する。

　「プログラム」のもう一つの事業がルースキー島に接続

する東ボスポラス海峡横断橋の建設である。東ボスポラス

海峡横断橋は独特の建造物である。この橋の中央支間長は

1,104m、主塔の高さは320m。この橋の建設は両端から（ルー

スキー島と大陸側のウラジオストク市）行われている。工

事で使われている多くの技術が、国内外で初めて実用化さ

れるものである。現在、必要な数の機械や熟練作業員がこ

の建造物に集中的に投入されていることが、工事のスピー

ドアップを可能にしている。

　ウラジオストク市の空港の改修工事は「サブプログラム」

のプロジェクトの一つである。現在、滑走路の改修が行わ

れている。予定されている工事の終了後この滑走路は１

km延長されて3.5kmになる。また、１時間に1,500人の乗

客を処理することができるターミナルビル、１日に１万食

を作る機内食工場、530室のホテル、1,000台分の駐車場か

ら構成される国際空港複合施設の建設も始まる。

　「サブプログラム」では、ルースキー島における極東連

邦大学の建設も予定されている。この目的で2008～2012年

に417億ルーブルの拠出が計画されており、しかも全額が

連邦からの公的資金である。このプロジェクトでは、20万

m2の工事（管理・教育棟、体育館・プール・屋外運動場

を備えた5,500人収容のホテル）が予定されている。極東

連邦大学建設の第１段階では、約１万2,500人の学生の教

育を予定している。この将来の学術教育拠点のベースにな

るのは、2012年APECサミット関連施設である。サミット

開催の後、連邦大学は最高学府として機能し始める。サミッ

ト開催期間中は、大学の保有住宅がサミット参加者および

来賓のためのホテルやアパートとして利用され、それらは

サミット終了後に教授・講師陣、学生の宿舎となる。現在、

建設用地の整備が進められており、１年後に主として大学

棟の建設が予定されている。これが全作業の約３割を占め

るものと専門家は見ている。

　さらに、沿海地方とウラジオストク市がそれぞれ管轄す

る自動車道路網の改修および新規建設、公共インフラの整

備（ウラジオストク市およびその他沿海地方の居住区での

地下水源からの給水施設の建設、ウラジオストク市の公共

下水道の改修、ウラジオストク市のゴミ処理リサイクル場

の建設など）が行われた。

　極東連邦管区の連邦構成体では、「2013年までの極東・ザ

バイカル経済社会発展プログラム」のほかにも交通輸送シ

ステム、建設、教育、医療、文化、スポーツなどの発展を

目的とした20以上の連邦特別プログラムが実施されている。

　世界金融危機はこれまでに採択された決定に独自の修正

を施した。まず、財政資金は既に着工した工事を終了させ

るために使われている。

　「2013年までの極東・ザバイカル経済社会発展プログラ

ム」の一部プロジェクトについても修正があった。

　例えば2008年には、サハ共和国（ヤクーチア）のみなら

ず近隣地域にとっても「成長点」と有望視されている「南

ヤクート総合開発」事業では、プロジェクト設計書の策定

にロシア連邦投資基金から資金拠出するための申請につい

て合意が取れていた。ところが2009年６月半ば、全国規模

の投資プロジェクトに関する政府委員会の会合で、2009年

の事業への資金出動の減額と、それを2010年に埋め合わせ

ることが決まった。

　サブプログラム「アジア太平洋地域における国際協力拠

点としてのウラジオストク市の発展」にも修正が施された。

一連の施設の見積金額が予算を大幅に上回っていることは

今や明らかだが、一部の重要な事業が｢サブプログラム｣の
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対象事業に全く含まれていなかった。ロシア連邦政府の決

定に従い「サブプログラム」への資金出動の金額は変更さ

れないが、施設の数が減らされた。特に、医療施設、オペ

ラ・バレエ劇場の建設は延期された。

　世界金融経済危機によってもたらされた目下の経済的困

難にもかかわらず、国のロシア極東発展プログラムの中断

は予想できない。これは、｢プログラム｣の枠内で実施され

るプロジェクトがロシアの政治経済的イメージの強化を目

的としているためだ。

金融危機がロシア極東の国際経済協力に及ぼした影響

　世界金融危機に誘発された2008年下半期の外需の減少

は、2008年第４四半期には既にロシア極東の輸出を激減さ

せていた（貿易額は2007年同期比64.6％だった）。

　この地域の外国貿易の状況が悪化した主な原因は、ロシ

ア極東の主要貿易相手である北東アジア諸国の景況の著し

い悪化だった（表２）。

　国内総需要、特に投資需要の減少は、ロシア極東の輸出

製品を含めほぼすべての輸入品の値下がりを招いた。中国

のマクロ経済指標の相対的な好調さも当てにならなかっ

た。国内総需要と固定資本投資のトレンドに関するデータ

が欠けているものの、2009年の中国の輸入量の減少は、中

国のマクロ経済トレンドが全世界と相似していることを証

明している。

　値下がりはロシア極東のほぼすべての輸出品目に及んだ

（図５）。輸出額がもっとも激減したのは鉱物原料産業

（95.3％減）、燃料エネルギー産業（36.7％減）、木材産業

（36.5％減）の製品だった。冷凍魚の値段だけは2007年の

水準にとどまった。

　外需減少と物価低下は、ロシア極東の外国貿易にとって

ショックだった。水産加工品を除くロシア極東からの輸出

品グループについては、金額は2008年１～９月を下回った

（図６）。

　外国市場の景況悪化に伴い、2009年のロシア極東の外国

貿易（特に輸入）の取引高と構成にかなりの影響を及ぼし

たのが、ルーブルの下落、国民の所得減少、内需縮小とい

表２．北東アジア諸国のマクロ経済指標（％）
指　標 日　本 中　国 韓　国

2008 2009 2008 2009 2008 2009
GDP -0.7 -0.8 9.0 7.7 2.2 -2.2

輸　入 0.9 -12.6 5.2 -7.8 3.7 -14.5
国内総需要 -0.9 -3.4 … … 1.4 -4.6

固定資本投資 -5.0 -12.3 … … -1.7 -5.1
出所：OECDデータベース

図５．�ロシア極東の輸出品の価格の推移（四半期、前年同期比変化率％）

図６．ロシア極東の輸出高（単位：百万ドル）
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う要素の組合せだった。国家規制での新機軸は外国貿易の

取引高とトレンドに深刻な影響を及ぼした。

　主要通貨に対するルーブル相場の下落（ルーブルの対ド

ル実質為替レートは、2009年１～９月で15.8％下落）、国

民の実質所得の減少と生産およびサービス分野の沈滞によ

る需要の縮小は、ロシア極東の輸入の減少をもたらした。

輸入額は2009年１～９月で48.9％減少した。

　もっとも顕著な落ち込みを示したのは機械、プラント、

自動車の輸入だった。2009年１～９月でこのグループの輸

入額は2.7分の１に減少した（図７）。この場合、ルーブル

の下落以外の不安要素となったのが、ロシア政府の関税の

新機軸だった7。輸入関税の大幅引き上げは中古車輸入に

とって、原木輸出関税の引き上げと同様のショックであっ

た（図８）。

　世界金融危機の発生の規模および形態が各国で違うの

は、個々の商品市場の反応が一様でないことと、ロシア極

東と北東アジアの国々との貿易に差があることが原因であ

る（表３）。例えば、乗用車輸入の減少は日本からの輸入

の減少を招き（2008年比83.6％減）、その結果2009年第１

～第３四半期にはロシア極東の輸入構造における日本の寄

与度は9.9％にまで縮小した（2008年は31.1％）。

　2009年には韓国（49.3％減）や中国（41.5％減）からの

輸入も著しく減少した。

　韓国（45.3％減）および日本への輸出（34.5％減）が減

少するなか、ロシア極東の輸出における対中国輸出は肯定

的な動きを維持した（20％増）。中国への輸出の増加には、

ロシア極東の燃料エネルギー製品（原油）および水産物（急

速冷凍魚）の輸出の増加が寄与した。

　よって、2009年のロシア極東の外国貿易において、近年

日本や韓国に遅れを取っていた中国の寄与度が顕著に

（2008年第１～第３四半期の11.5％から2009年の24.2％に）

増加した。

金融危機から脱出する見通し

　ロシア極東経済の金融危機からの脱出は、主に二つの要

素に依存している。それはまず、ロシア経済の景気の安定

化の見通し、次に北東アジア諸国の経済の回復速度である。

　北東アジア諸国の間で最高の回復スピードを見せている

のが、2010年にはGDP変化率が109％に達すると予想され

ている中国だ。中国経済の高い成長テンポが回復したこと

図７．ロシア極東の輸入高（単位：百万ドル） 図８．ロシア極東の日本からの乗用車およびトラックの輸
入高の推移（単位：百万ドル）

表３．極東と北東アジア諸国との貿易高（単位：百万ドル）
2008年

第１四半期
2008年

第２四半期
2008年

第３四半期
2008年

第４四半期
2009年

第１四半期
2009年

第２四半期
2009年

第３四半期
輸　　出

中国 425.6 482.9 501.1 481.6 426.5 691.1 587.6
韓国 1253.2 1500.7 1766.7 1256.5 697.9 770.8 1004.1
日本 1227.5 1128.1 1181.3 855.1 568.6 714.8 1032.4
北東アジア諸国 2906.3 3111.7 3449.0 2593.2 1693.0 2176.8 2624.1

輸　　入
中国 729.9 798.1 901.2 777.5 418.0 434.3 567.8
韓国 129.9 166.7 214.4 192.7 59.5 87.1 112.2
日本 543.6 765.4 725.7 648.7 135.8 98.4 99.0
北東アジア諸国 1403.4 1730.2 1841.4 1618.9 613.3 619.8 779.0

7 参考文献７、８、９、10

078-085_ミナキル.indd   84 10/02/08   19:16



85

ERINA REPORT Vol. 92 2010 MARCH

は、中国経済の原料資源の需要規模が復活することも意味

している。ロシアは、金融危機の過程で中国との投資協力

の規模を本質的に拡大したアフリカ、ラテンアメリカ、オー

ストラリアに合流しようとしている。中国は既にこれらの

国々の原料部門に莫大な投資を継続して行っている。特に、

宣言文的でありながら構成としてはいかにも典型的な計画

文書（プログラム）がこのことを証明している。これはプー

チン首相の最近の北京訪問時に中ロ政府が合意したもので

ある8。

　この調印文書では、ロシア東部および中国東北部に個々

の施設を建設しプロジェクトを実施するための協力につい

て取り上げている（表４）。

　調印された文書（プログラム）には、2004～2007年の間

に一連の論文や書籍で発表された私の「ロシア極東におけ

る辺境の工業サービスの弧の形成構想」と重なる部分があ

る9。

　しかしながら、事実上それ（プログラム）は、辺境の弧

の形式ではなく、ロシアおよび中国領にまたがる輸送・交

通ベルト地帯の形成について述べている。次に、このベル

ト地帯の中国領で大部分の加工および最終製品の生産を行

う意図がある。いうまでもなくそれは、（私の）構想の基

本概念を本質的に変更してしまうものである。

　ロシア極東の資源経済を発展させるために中国から投資

を引き込むというロシアの意向は実現されるだろうか？ロ

シア東部地域を「経済的に吸収」し、最終的にこの広大な

地域を中国市場に固縛するという中国の意向は実現するだ

ろうか？ロシアは中国市場を利用し、中国の販売チャンネ

ルを通じて世界市場に進出できるだろうか？北アジアにお

ける地戦略的均衡も、ロシア極東とザバイカル地域が金融

経済危機からどうやって抜け出すかも、このことにかかっ

ている。� ［ロシア語原稿をERINAにて翻訳］
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表
４
．
ロ
シ
ア
連
邦
東
部
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国
東
北
部
に
お
け
る
共
同
建
設
案
件

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ロ
シ

ア
国

内
中

国
国

内

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

１
．

ベ
レ

ゾ
フ

ス
コ

エ
鉱

床
〔

鉄
〕

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

２
．

ノ
イ

オ
ン

・
ト

ロ
ゴ

イ
ス

コ
エ

鉱
床

〔
多

金
属

鉱
〕

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
３

．
ザ

バ
イ

カ
ル

地
方

南
東

部
の

多
金

属
鉱

床
の

開
発

お
よ

び
ザ

バ
イ

カ
ル

採
鉱

冶
金

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
創

出
：

　
　

ブ
グ

ダ
イ

ン
ス

コ
エ

鉱
床〔

モ
リ

ブ
デ

ン
〕、

ブ
ィ

ス
ト

リ
ン

ス
コ

エ
鉱

床
〔

金
・

銅
〕、

ク
ル

ト
ゥ

ミ
ン

ス
コ

エ
鉱

床〔
金

・
銅

〕、
ソ

ロ
ネ

チ
ェ

ン
ス

コ
エ

鉱
床〔

ア
ン

チ
モ

ン
〕、

ノ
ボ

・
シ

ロ
キ

ン
ス

コ
エ

鉱
床〔

金
・

多
金

属
鉱

〕。
４

．
バ

イ
カ

ル
・

ア
ム

ー
ル

鉄
道

沿
線

の
ザ

バ
イ

カ
ル

地
方

北
部

の
鉱

床
の

開
発

（
ウ

ド
カ

ン
ス

コ
エ

〔
銅

〕、
チ

ネ
イ

ス
コ

エ
〔

銅
お

よ
び

チ
タ

ン
・

バ
ナ

ジ
ウ

ム
鉄

鉱
〕、

ゴ
レ

フ
ス

コ
エ

〔
シ

ニ
ー

ラ
イ

ト
〕）

。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

５
．

チ
ェ

レ
ム

ホ
フ

ス
キ

ー
地

区
サ

ビ
ン

ス
コ

エ
鉱

床
〔

マ
グ

ネ
サ

イ
ト

〕
の

開
発

６
．

ニ
ジ

ニ
ウ

デ
ィ

ン
ス

コ
エ

鉱
床

〔
金

・
銀

・
多

金
属

鉱
〕

の
開

発
。

ア
ム
ー
ル
州

７
．

エ
ブ

ゲ
ニ

エ
フ

ス
コ

エ
鉱

床
〔

燐
灰

石
〕

の
開

発
。

８
．

ク
リ

コ
フ

ス
コ

エ
鉱

床
〔

ゼ
オ

ラ
イ

ト
〕

の
開

発
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

９
．

ソ
ボ

リ
ノ

エ
鉱

床
〔

錫
〕

の
開

発
。

ユ
ダ
ヤ
自
治
州

10
．

キ
ム

カ
ノ

・
ス

タ
ル

ス
コ

エ
鉱

床
〔

鉄
鉱

石
〕

の
開

発
と

極
東

採
鉱

冶
金

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

の
建

設
。

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

11
．

ウ
ラ

ン
・

ウ
デ

市
周

辺
の

レ
ン

ガ
工

場
向

け
の

粘
土

鉱
床

の
開

発
。

12
．

ブ
リ

ヤ
ー

ト
共

和
国

中
部

の
セ

メ
ン

ト
原

料
鉱

床
の

開
発（

ザ
イ

グ
ラ

エ
フ

ス
キ

ー
地

区
、セ

レ
ン

ギ
ン

ス
キ

ー
地

区
、プ

リ
バ

イ
カ

ル
ス

キ
ー

地
区

）。

サ
ハ
リ
ン
州

13
．

ム
ガ

チ
ン

ス
コ

エ
鉱

床
〔

石
炭

〕
の

開
発

。
14

．
ノ

ビ
コ

フ
ス

コ
エ

鉱
床

〔
ゲ

ル
マ

ニ
ウ

ム
含

有
褐

炭
〕

の
開

発
。

マ
ガ
ダ
ン
州

15
．

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

「
オ

ロ
エ

ク
有

望
地

域
内

に
お

け
る

探
鉱

作
業

お
よ

び
規

格
を

満
た

す
銅

埋
蔵

量
の

発
見

」
の

共
同

実
施

。

１
．

鉱
床

の
開

発
、

原
料

資
源

の
生

産
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黒
龍
江
省

１
．

伊
春

市
に

お
け

る
年

間
生

産
量

15
0万

ト
ン

の
鉱

物
資

源
の

総
合

開
発（

鉄
精

鉱
、

鉛
精

鉱
、

亜
鉛

精
鉱

）。
２

．
鶴

崗
市

に
お

け
る

坑
内

ガ
ス

・
排

水
の

採
取

お
よ

び
そ

の
利

用
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

16
．

ヤ
ゴ

デ
ィ

ン
ス

コ
エ

鉱
床

〔
天

然
ゼ

オ
ラ

イ
ト

〕
の

商
業

開
発

。
17

．
ク

ル
ト

ゴ
ロ

フ
ス

コ
エ

鉱
床

〔
石

炭
〕

の
商

業
開

発
。

チ
ュ
コ
ト
自
治
管
区

18
．

ベ
ー

リ
ン

ゴ
フ

ス
コ

エ
鉱

床
〔

石
炭

〕
の

開
発

：
　

・
石

炭
の

生
産

お
よ

び
加

工
。

　
・

船
舶

で
石

炭
を

出
荷

す
る

た
め

の
大

水
深

の
通

年
稼

動
の

海
洋

港
の

建
設

。
　

・
11

0k
V

の
送

電
線

を「
ア

ナ
デ

ィ
リ

－
ベ

ー
リ

ン
ゴ

フ
ス

キ
ー

」間
に

建
設

。
　

・「
ア

ナ
デ

ィ
リ

－
ベ

ル
フ

ネ
・

テ
レ

カ
イ

ス
コ

エ
－

ベ
ー

リ
ン

ゴ
フ

ス
キ

ー
」

間
自

動
車

道
の

建
設

。
19

．
ベ

ル
フ

ネ
・

エ
チ

ン
ス

コ
エ

鉱
床

と
オ

ル
ホ

ボ
エ

鉱
床

で
の

探
鉱

作
業

と
石

油
生

産
。

20
．

極
東

連
邦

管
区

に
お

け
る

ポ
リ

オ
レ

フ
ィ

ン
製

造
コ

ン
プ

レ
ク

ス
の

共
同

建
設

（
サ

ハ
共

和
国

（
ヤ

ク
ー

チ
ア

）
お

よ
び

サ
ハ

リ
ン

州
）。

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

21
．

オ
ロ

ビ
ャ

ニ
ン

ス
キ

ー
地

区
と

モ
ゴ

イ
ト

ゥ
イ

ス
キ

ー
地

区
の

境
界

区
域

に
セ

メ
ン

ト
工

場
を

建
設

。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

22
．

ウ
ソ

ル
エ

・
シ

ビ
ル

ス
コ

エ
市

に
ポ

リ
シ

リ
コ

ン
の

製
造

コ
ン

プ
レ

ク
ス

を
建

設
。

23
．

環
境

に
優

し
い

高
品

質
の

水
の

生
産

お
よ

び
パ

ッ
ケ

ー
ジ

ン
グ

の
工

場
を

ク
ル

ト
ゥ

ク
居

住
区

に
新

規
設

立
す

る
と

い
う

有
限

責
任

会
社

「
神

聖
バ

イ
カ

ル
・

イ
ル

ク
ー

ツ
ク

」
の

投
資

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。
24

．
㈱

ア
ン

ガ
ル

ス
ク

セ
メ

ン
ト

の
セ

メ
ン

ト
工

場
の

近
代

化
。

ア
ム
ー
ル
州

25
．

チ
ャ

ゴ
ヤ

ン
ス

コ
エ

鉱
床

〔
石

灰
石

〕
を

拠
点

に
し

た
セ

メ
ン

ト
・

ク
リ

ン
カ

ー
工

場
の

建
設

。 ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

26
．

ニ
ラ

ン
ス

コ
エ

鉱
床

〔
石

灰
石

〕
と

ソ
ク

ド
ュ

カ
ン

ス
コ

エ
鉱

床
〔

粘
土

原
料

〕
を

拠
点

と
し

た
セ

メ
ン

ト
工

場
の

建
設

。
27

．
ト

ゥ
グ

ロ
・

チ
ュ

ミ
カ

ン
ス

キ
ー

地
区

で
の

ク
テ

ィ
ン

鉱
床

〔
金

〕
を

拠
点

と
し

た
採

鉱
・

選
鉱

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
建

設
。

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

28
．

か
す

み
岩

加
工

の
合

弁
企

業
の

設
立

。

マ
ガ
ダ
ン
州

２
．

鉱
物

原
料

資
源

の
加

工
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29
．

マ
ガ

ダ
ン

周
辺

の
鉱

床
の

褐
炭

の
総

合
加

工
。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

30
．

ハ
ラ

ク
テ

ィ
ル

ス
コ

エ
鉱

床
の

チ
タ

ン
磁

鉄
鉱

の
廃

棄
物

ゼ
ロ

加
工

。
31

．
エ

リ
ゾ

フ
ス

キ
ー

地
区

に
お

け
る

地
元

の
原

料
（

パ
ー

ラ
イ

ト
）

を
使

っ
た

断
熱

材
生

産
。

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

32
．

ザ
バ

イ
カ

ル
ス

ク
居

住
区

で
の

木
材

の
高

度
加

工
企

業
の

設
立

。
33

．
チ

タ
市

で
の

木
材

加
工

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

の
建

設
。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

34
．「

チ
ュ

ン
ス

キ
ー

木
材

加
工

コ
ン

ビ
ナ

ー
ト

」
を

ベ
ー

ス
に

し
た

木
材

高
度

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
設

立
。

35
．

タ
イ

シ
ェ

ッ
ト

木
材

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
設

立
。

36
．

ウ
ス

チ
・

ク
ー

ト
地

区
で

の
木

材
加

工
コ

ン
プ

レ
ク

ス
の

設
立

。

ア
ム
ー
ル
州

37
．

チ
ッ

プ
・

M
D

F合
板

・
O

SB
合

板
・

乾
燥

木
材

の
廃

棄
物

ゼ
ロ

生
産

サ
イ

ク
ル

を
ベ

ー
ス

に
し

た
BA

M
鉄

道
エ

リ
ア

で
の

木
材

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
設

立
。

ユ
ダ
ヤ
自
治
州

38
．

木
材

高
度

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
設

立
、

ビ
ロ

ビ
ジ

ャ
ン

市
、

ニ
ジ

ニ
・

レ
ニ

ン
ス

コ
エ

村
、

パ
シ

ュ
コ

ボ
村

。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

39
．

材
木

お
よ

び
プ

レ
ハ

ブ
木

造
建

築
用

部
品

の
工

場
の

設
立

、
ス

ク
パ

イ
居

住
区

。
40

．
化

粧
板

工
場

の
設

立
、

ビ
ャ

ゼ
ム

ス
キ

ー
市

。
41

．
O

SB
合

板
工

場
の

設
立

、
コ

ム
ソ

モ
リ

ス
ク

・
ナ

・
ア

ム
ー

レ
市

。
42

．
木

材
高

度
加

工
セ

ン
タ

ー
の

設
立

、
ア

ム
ー

ル
ス

ク
市

。
43

．
ベ

ニ
ヤ

板
お

よ
び

材
木

の
工

場
の

設
立

、
ソ

ル
ネ

チ
ヌ

ィ
地

区
ハ

ル
チ

パ
ン

居
住

区
。

44
．

M
D

F合
板

工
場

の
設

立
、

ベ
リ

ョ
ゾ

ブ
イ

居
住

区
。

45
．

年
間

生
産

能
力

10
万

m
3 の

製
材

所
の

設
立

。

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

46
．

木
材

高
度

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
設

立
、

ホ
リ

ン
ス

ク
居

住
区

。
47

．
木

材
お

よ
び

プ
レ

ハ
ブ

木
材

建
築

用
部

品
の

工
場

の
設

立
、

ム
イ

ス
キ

ー
地

区
タ

ク
シ

モ
居

住
区

。
48

．
O

SB
合

板
工

場
の

共
同

建
設

、
ウ

ラ
ン

・
ウ

デ
市

。

３
．

木
材

加
工

コ
ン

プ
レ

ッ
ク

ス
黒
龍
江
省

３
．

ハ
ル

ビ
ン

市
賓

県
に

お
け

る
中

ロ
木

材
卸

市
場

お
よ

び
木

材
加

工
基

地
「

ユ
ア

ン
フ

ェ
ン

」。
４

．
チ

チ
ハ

ル
市

に
お

け
る

木
製

防
火

ド
ア

の
生

産
（

年
間

生
産

量
２

万
枚

）
と

台
所

用
家

具
の

生
産

（
年

間
生

産
量

５
万

点
）。

５
．

牡
丹

江
市

に
お

け
る

林
業

と
製

紙
業

の
統

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
。

６
．

綏
芬

河
市

に
お

け
る

輸
出

向
け

高
・

中
密

度
繊

維
板

の
生

産
（

年
間

生
産

量
2.2

m
3 ）。
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沿
海
地
方

49
．

製
材

所
の

設
立

、
ヤ

コ
ブ

レ
フ

ス
キ

ー
地

区
。

サ
ハ
リ
ン
州

50
．

サ
ハ

リ
ン

州
で

の
木

材
高

度
加

工
の

組
織

。
51

．
O

SB
合

板
工

場
の

共
同

建
設

、
ノ

グ
リ

キ
地

区
ヌ

ィ
シ

ュ
居

住
区

。

マ
ガ
ダ
ン
州

52
．

木
材

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
共

同
設

立
、

ス
レ

ド
ネ

カ
ン

ス
ク

地
区

。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

53
．

木
材

高
度

加
工

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
建

設
、

ミ
ル

コ
ボ

地
区

。

54
．

ロ
シ

ア
連

邦
極

東
お

よ
び

東
シ

ベ
リ

ア
に

お
け

る
新

規
の

発
電

所
の

建
設

お
よ

び
配

電
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

。

ア
ム
ー
ル
州

55
．

電
圧

50
0k

W
h10

の
交

流
送

電
線

15
3k

m
を

ア
ム

ー
ル

変
電

所
か

ら
中

ロ
国

境
ま

で
建

設
。

56
．

エ
ル

コ
ベ

ツ
カ

ヤ
火

力
発

電
所

の
建

設
。

ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方

57
．

ハ
バ

ロ
フ

ス
ク

市
で

の
天

然
ガ

ス
に

よ
る

コ
ン

バ
イ

ン
ド

サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ン
ト

（
出

力
40

0～
50

0m
W

）
の

建
設

。
58

．ベ
ル

フ
ネ

ブ
レ

イ
ス

キ
ー

地
区

で
の

ウ
ラ

ル
ス

カ
ヤ

火
力

発
電

所
の

建
設

。

マ
ガ
ダ
ン
州

59
．

コ
ル

イ
マ

川
の

ウ
ス

チ
・

ス
レ

ド
ネ

カ
ン

ス
カ

ヤ
水

力
発

電
所

を
建

設
。

60
．

ス
レ

ド
ネ

カ
ン

ス
キ

ー
地

区
で

の
水

素
燃

料
工

場
の

建
設

。

チ
ュ
コ
ト
自
治
管
区

61
．

製
油

コ
ン

プ
レ

ク
ス

の
建

設
：

　
・

ア
ナ

デ
ィ

リ
市

の
製

油
所

　
・「

ベ
ル

フ
ネ

・
テ

レ
カ

イ
ス

コ
エ

－
ア

ナ
デ

ィ
リ

」
間

石
油

パ
イ

プ
ラ

イ
ン

（
13

8k
m

）
　

　
ヘ

ッ
ド

ポ
ン

プ
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
　

・
石

油
備

蓄
基

地
（

30
0m

3 ）
　

・
原

油
出

荷
バ

ー
ス

ザ
バ
イ
カ
ル
地
方

62
．ザ

バ
イ

カ
ル

ス
ク

居
住

区
と

モ
ゴ

イ
ト

ゥ
イ

居
住

区
に

工
業

地
帯

を
建

設
。

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

４
．

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

７
．

通
遼

市
ナ

イ
マ

ン
（

奈
曼

）
旗

で
の

高
速

熱
分

解
お

よ
び

褐
炭

ブ
リ

ケ
ッ

ト
化

に
よ

る
コ

ー
ク

ス
の

実
証

生
産

（
年

間
生

産
量

12
0万

ト
ン

）。

黒
龍
江
省

８
．

風
力

発
電

所（
出

力
85

万
kW

）と
水

力
発

電
所（

出
力

14
万

kW
）の

建
設

。

吉
林
省

９
．

発
電

プ
ラ

ン
ト

の
再

建
お

よ
び

出
力

拡
張

（
年

間
余

剰
出

力
1.8

万
ト

ン
11
）、

四
平

市
。

５
．

製
造

企
業

10 原文のまま。
11 原文のまま。

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

10
．

１
,４

-ブ
タ

ン
ジ

オ
ー

ル
の

生
産

（
年

間
4.5

万
ト

ン
）、

フ
ル

ン
ボ

イ
ル

市
ハ

イ
ラ

ル
地

区
。

11
．

ポ
リ

シ
リ

コ
ン

の
生

産
（

年
間

3,0
00

ト
ン

）、
フ

ル
ン

ボ
イ

ル
市

循
環

経
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63
．

バ
イ

カ
ル

ス
ク

市
で

の
省

エ
ネ

暖
房

器
お

よ
び

ナ
ノ

構
造

の
面

状
発

熱
体

を
ベ

ー
ス

に
し

た
微

気
候

（
マ

イ
ク

ロ
ク

ラ
イ

メ
ー

ト
）

制
御

シ
ス

テ
ム

の
製

造
。

ア
ム
ー
ル
州

64
．

ラ
イ

チ
ヒ

ン
ス

ク
市

で
の

ガ
ラ

ス
製

品
お

よ
び

陶
器

の
工

場
の

建
設

。
65

．
ベ

ロ
ゴ

ル
ス

ク
缶

詰
工

場
の

近
代

化
。

66
．

ブ
ラ

ゴ
ベ

シ
チ

ェ
ン

ス
ク

市
に

お
け

る
エ

レ
ベ

ー
タ

ー
の

共
同

生
産

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。

ユ
ダ
ヤ
自
治
州

67
．

テ
プ

ロ
オ

ジ
ョ

ル
ノ

エ
・

セ
メ

ン
ト

工
場

の
再

建
。

沿
海
地
方

68
．

経
済

貿
易

合
作

区
「

康
吉

」、
ウ

ス
リ

ー
ス

ク
市

。
69

．
工

業
パ

ー
ク

、
ミ

ハ
イ

ロ
フ

ス
キ

ー
地

区
。

70
．

家
電

製
品

の
製

造
組

立
基

地
「

ア
ル

チ
ョ

ー
ム

」。

済
区

。
12

．
大

型
工

場
設

備
の

組
立（

年
間

5,0
00

台
）、

フ
ル

ン
ボ

イ
ル

市
経

済
開

発
区

。
13

．
高

級
・

中
級

家
具

の
生

産
（

年
間

30
万

セ
ッ

ト
）、

満
洲

里
市

。
14

．
ポ

リ
シ

リ
コ

ン
の

生
産

（
年

間
1,0

00
ト

ン
）、

満
洲

里
市

。
15

．
小

型
・

中
型

採
鉱

用
機

械
の

生
産（

年
間

1,5
00

台
）、

赤
峰

市
ヘ

シ
グ

テ
ン

旗
。

16
．

電
気

機
器

会
社「

フ
ン

ウ
ェ

ン
」の

資
産

の
組

織
再

編
、赤

峰
市

元
宝

山
区

。
17

．
亜

鉛
・

鉛
・

錫
お

よ
び

そ
れ

ら
の

合
金

の
生

産
（

年
間

６
万

ト
ン

）、
赤

峰
市

ヘ
シ

グ
テ

ン
旗

。
18

．
銅

板
の

生
産

（
年

間
７

万
ト

ン
）、

赤
峰

市
カ

ラ
チ

ン
旗

。
19

．
銅

板
お

よ
び

銅
箔

の
生

産
（

年
間

２
万

ト
ン

）、
赤

峰
市

元
宝

山
区

。
20

．
銅

の
高

度
加

工
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

年
間

10
万

ト
ン

）、
通

遼
市

ホ
ル

チ
ン

左
翼

後
旗

。
　

　
石

炭
改

質
用

機
械

・
プ

ラ
ン

ト
の

製
造

、
ホ

リ
ン

ゴ
ル

県
。

21
．

ア
ル

ミ
イ

ン
ゴ

ッ
ト

の
高

度
加

工
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
、

ホ
リ

ン
ゴ

ル
県

。
22

．
モ

ノ
ク

リ
ス

タ
ル

シ
リ

コ
ン

の
生

産
（

年
間

2,0
00

ト
ン

）、
ホ

ル
ヒ

ン
ゴ

ル
県

。
　

　
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
鋼

ケ
ー

ブ
ル

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

年
間

2.5
万

ト
ン

）、
ホ

リ
ン

ゴ
ル

県
。

23
．

採
鉱

用
機

械
の

製
造

お
よ

び
修

理
、

シ
リ

ン
ゴ

ル
盟

経
済

技
術

開
発

区
。

黒
龍
江
省

24
．

電
着

塗
装

の
型

枠
の

製
造

（
年

間
13

万
枚

）
お

よ
び

サ
ブ

ミ
ク

ロ
ン

粒
子

の
均

質
黒

鉛
の

生
産

（
年

間
1.5

万
ト

ン
）、

ハ
ル

ビ
ン

市
。

25
．

炭
化

水
素

系
化

学
素

材
の

生
産

（
年

間
30

万
ト

ン
）、

牡
丹

江
市

。
26

．
ポ

リ
シ

リ
コ

ン
の

製
造

（
年

間
3,0

00
ト

ン
）、

牡
丹

江
市

。
27

．
家

電
製

品
の

製
造

お
よ

び
組

立
、

牡
丹

江
市

東
寧

県
。

28
．

ス
ポ

ン
ジ

チ
タ

ン
の

製
造

（
年

間
３

万
ト

ン
）、

ジ
ャ

ム
ス

市
。

29
．

電
解

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

の
製

造
（

年
間

10
0万

ト
ン

）
ジ

ャ
ム

ス
市

。
30

．
石

炭
化

学
コ

ン
ビ

ナ
ー

ト
（

年
間

10
0万

ト
ン

）
の

再
建

お
よ

び
メ

タ
ノ

ー
ル

の
年

間
生

産
量

を
10

万
ト

ン
に

拡
大

、
七

台
河

市
。

31
．

燐
肥

料
の

生
産

（
年

間
12

0万
ト

ン
）、

鶴
崗

市
。

32
．

ジ
ア

ミ
ノ

フ
ォ

ー
ス

（
D

M
P）

の
生

産
（

年
間

2.4
万

ト
ン

）、
黒

河
市

。
33

．
ポ

リ
ク

リ
ス

タ
ル

の
生

産
（

年
間

1,5
00

ト
ン

）、
黒

河
市

。
34

．
ポ

リ
シ

リ
コ

ン
（

年
間

5,0
00

ト
ン

）
お

よ
び

工
業

用
シ

リ
コ

ン
（

年
間

14
万

ト
ン

）
の

生
産

、
黒

河
市

。
35

．
有

機
シ

リ
コ

ン
の

生
産

（
年

間
20

万
ト

ン
）、

黒
河

市
。

36
．

ミ
ネ

ラ
ル

ウ
ォ

ー
タ

ー
の

生
産

（
年

間
40

万
ト

ン
）、

五
大

連
池

市
。

37
．

自
動

車
輸

出
基

地
お

よ
び

電
気

機
器

販
売

セ
ン

タ
ー

、
黒

河
市

。

吉
林
省

38
．

大
画

面
LE

D
搭

載
カ

ラ
ー

デ
ィ

ス
プ

レ
ー

の
生

産
（

年
間

３
万

m
2 ）、

長
春

市
。

39
．

ガ
ソ

リ
ン

と
電

気
の

プ
ラ

グ
イ

ン
ハ

イ
ブ

リ
ッ

ド
乗

用
車

（
PH

EV
）

の
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生
産

、
年

間
10

万
台

、
長

春
市

。
40

．
酵

素
剤

の
生

産
（

年
間

５
万

ト
ン

）、
長

春
市

。
41

．
不

飽
和

エ
ス

テ
ル

樹
脂

の
生

産
（

年
間

５
万

ト
ン

）、
長

春
市

。
42

．
ナ

ノ
サ

イ
ズ

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
の

生
産

（
年

間
５

万
ト

ン
）、

長
春

市
。

43
．

キ
シ

リ
ト

ー
ル

の
生

産
（

年
間

１
万

ト
ン

）、
長

春
市

。
44

．
採

炭
機

械
お

よ
び

連
続

採
炭

機
の

生
産

（
年

間
2,8

00
台

）、
吉

林
市

。
45

．
耐

ノ
ッ

キ
ン

グ
バ

ル
ブ

製
品

の
生

産
、

吉
林

市
。

46
．

繊
維

強
化

、
表

面
被

覆
用

レ
ー

ザ
ー

装
置

の
生

産
（

年
間

10
0セ

ッ
ト

）、
吉

林
市

。
47

．
M

D
I（

４
,４

-ジ
フ

ェ
ニ

ル
カ

ル
ビ

ノ
ー

ル
、

ジ
ソ

ニ
ル

メ
タ

ン
ジ

イ
ソ

シ
ア

ネ
ー

ト
）

の
生

産
（

年
間

30
万

ト
ン

）、
吉

林
市

。
48

．
ジ

ナ
フ

チ
ル

の
生

産
（

年
間

1.5
万

ト
ン

）、
吉

林
市

。
49

．
縦

軸
型

回
転

収
穫

機
の

製
造

（
年

間
5,8

00
台

）、
四

平
市

。
50

．
フ

ィ
ル

ム
型

ア
モ

ル
フ

ァ
ス

太
陽

電
池

の
生

産（
年

間
30

M
W

）、
四

平
市

。
51

．
好

気
性

バ
イ

オ
流

動
床

複
合

処
理

装
置

の
製

造
（

年
間

30
セ

ッ
ト

）、
四

平
市

。
52

．
太

陽
電

池
生

産
ラ

イ
ン

の
製

造
（

年
間

30
0M

W
）、

遼
源

市
。

53
．

リ
チ

ウ
ム

イ
オ

ン
電

池
の

交
換

膜
の

生
産

（
年

間
4,4

00
万

m
2 ）、

遼
源

市
。

54
．

活
性

炭
フ

ァ
イ

バ
ー

の
生

産
（

年
間

50
0ト

ン
）、

遼
源

市
。

55
．

ポ
リ

マ
ー

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

天
然

活
性

炭
の

生
産（

年
間

２
万

ト
ン

）、
遼

源
市

。
56

．
リ

ム
ジ

ン
用

と
ト

ラ
ッ

ク
用

の
ゼ

ロ
ア

ス
ベ

ス
ト

・
ブ

レ
ー

キ
ラ

イ
ニ

ン
グ

（
そ

れ
ぞ

れ
年

間
30

0万
キ

ッ
ト

、
1,0

00
万

枚
）

の
修

理
、

通
化

市
。

57
．

軽
焼

マ
グ

ネ
シ

ア
の

生
産

（
年

間
1.5

万
ト

ン
）、

集
安

市
。

58
．

SO
G6

N
シ

リ
コ

ン
の

生
産

（
年

間
1,0

00
ト

ン
）、

集
安

市
。

59
．

生
ワ

ク
チ

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

年
間

生
産

量
30

0万
個

）、
白

山
市

。
60

．
様

々
な

活
性

化
剤

の
生

産
（

年
間

4,8
00

ト
ン

）、
臨

江
市

。
61

．
セ

ル
ロ

ー
ス

フ
ァ

イ
バ

ー
の

生
産

（
年

間
20

万
ト

ン
）、

白
城

市
。

62
．

車
体

カ
バ

ー
の

型
式

製
作

（
年

間
2,0

00
キ

ッ
ト

）、
白

城
市

。
63

．
オ

イ
ル

フ
ィ

ー
ド

チ
ュ

ー
ブ

お
よ

び
ブ

ッ
シ

ュ
の

処
理

（
年

間
20

万
ト

ン
）、

松
原

市
。

64
．

イ
タ

コ
ン

酸
の

生
産

（
年

間
7,0

00
ト

ン
）、

松
原

市
。

65
．

生
分

解
性

消
毒

剤
の

製
造

（
年

間
6,0

00
ト

ン
）、

延
辺

朝
鮮

族
自

治
州

。
66

．
抗

皮
形

成
掘

削
液

の
生

産
（

年
間

6,0
00

ト
ン

）、
図

們
市

。
67

．
中

ロ
自

動
車

部
品

基
地

の
建

設
、

琿
春

市
。

68
．

原
木

下
処

理
工

業
地

帯
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

年
間

20
万

m
3 ）、

琿
春

市
。

遼
寧
省

69
．

経
済

開
発

区
に

お
け

る
動

力
変

換
装

置
お

よ
び

産
業

ク
ラ

ス
タ

ー
の

部
品

の
生

産
、

瀋
陽

市
。

70
．

変
圧

器
の

ブ
ッ

シ
ュ

、
お

よ
び

11
万

～
10

0万
ボ

ル
ト

へ
の

直
流

・
交

流
（

U
H

V
 A

C-
D

C）
の

高
圧

変
圧

器
の

生
産

（
年

間
3,5

00
個

）。
71

．
環

境
に

優
し

い
新

型
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
管

の
生

産（
年

間
50

0万
メ

ー
ト

ル
）、

瀋
陽

市
。
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72
．

土
木

工
事

用
高

精
度

セ
ラ

ミ
ッ

ク
構

造
材

の
生

産（
年

間
7,0

00
万

個
）、

瀋
陽

市
。

73
．

人
工

石
板

・
タ

イ
ル

（
年

間
70

万
m

2 ）
お

よ
び

水
晶

版
（

年
間

60
万

m
2 ）

の
生

産
、

瀋
陽

市
。

74
．

複
合

材
料

（
コ

ン
ポ

ジ
ッ

ト
マ

テ
リ

ア
ル

）
使

用
の

自
動

車
製

品
の

生
産

（
年

間
14

万
ト

ン
）、

瀋
陽

市
。

75
．

自
動

車
用

金
型

生
産

セ
ン

タ
ー

、
瀋

陽
市

。
76

．
塗

料
の

生
産

（
年

間
２

万
ト

ン
）、

瀋
陽

市
。

77
．

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

数
値

制
御

ツ
イ

ン
テ

ー
ブ

ル
型

移
動

用
ガ

ン
ト

リ
ー

型
工

作
機

械
（

V
M

G4
-2

T
/2

R）
に

よ
る

加
工

セ
ン

タ
ー

の
設

立
、大

連
市

。
78

．
ロ

シ
ア

製
コ

ー
ル

ド
ガ

ス
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
ス

プ
レ

ー
の

導
入

、
大

連
市

。
79

．
ナ

ノ
コ

ン
ポ

ジ
ッ

ト
に

よ
る

金
属

お
よ

び
金

属
の

腐
食

再
生

の
強

化
技

術
の

開
発

、
大

連
市

。
80

．
電

解
銀

メ
ッ

キ
お

よ
び

再
生

メ
ッ

キ
の

プ
ラ

ン
ト

生
産

時
の

電
気

標
準

の
統

一
、

大
連

市
。

81
．

新
世

代
歯

車
無

し
減

速
装

置
の

共
同

開
発

、
大

連
市

。
82

．
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

予
防

の
た

め
の

遺
伝

子
組

換
に

よ
る

ワ
ク

チ
ン

生
産

で
の

中
ロ

協
力

、
大

連
市

。
83

．
生

物
学

研
究

お
よ

び
遺

伝
子

工
学

に
関

す
る

中
ロ

セ
ン

タ
ー

の
設

立
、

大
連

市
。

84
．

ポ
リ

シ
リ

コ
ン

技
術

セ
ン

タ
ー

の
設

立
、

お
よ

び
ポ

リ
シ

リ
コ

ン
生

産
ラ

イ
ン

（
年

間
1,5

00
ト

ン
）

の
建

設
、

錦
州

市
。

85
．

新
型

暖
房

用
パ

イ
プ

の
研

究
お

よ
び

開
発

で
の

協
力

、
鞍

山
市

。
86

．
特

殊
自

動
車

の
生

産
（

年
間

3,0
00

台
）、

鉄
嶺

市
。

87
．

熱
交

換
設

備
の

製
造

（
年

間
６

万
台

）、
鉄

嶺
市

。

ア
ム
ー
ル
州

71
．

砂
糖

お
よ

び
関

連
製

品
の

生
産

、
イ

ワ
ノ

フ
ス

キ
ー

地
区

。
72

．
農

作
物

栽
培

で
の

協
力

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。

ユ
ダ
ヤ
自
治
州

73
．

大
豆

の
高

度
加

工
企

業
の

設
立

、
ビ

ロ
ビ

ジ
ャ

ン
市

。
74

．
養

豚
コ

ン
プ

レ
ク

ス
の

建
設

、
ス

ミ
ド

ビ
チ

居
住

区
。

75
．

ビ
ド

ジ
ャ

ン
ス

キ
ー

と
テ

プ
ロ

フ
ス

キ
ー

の
サ

ケ
・

マ
ス

養
殖

場
の

再
建

。
76

．
農

業
分

野
で

の
協

力
。

沿
海
地
方

77
．

農
業

分
野

で
の

協
力

マ
ガ
ダ
ン
州

78
．

海
獣

猟
、

原
料

の
高

度
加

工
お

よ
び

薬
剤

・
化

粧
品

・
精

肉
・

毛
皮

皮
革

製
品

の
生

産
の

共
同

組
織

、
マ

ガ
ダ

ン
市

。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

６
．

食
品

加
工

、
農

業
、

漁
業

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区

88
．

年
間

10
0万

羽
の

ガ
チ

ョ
ウ

の
加

工
ラ

イ
ン

の
設

立
、

フ
ル

ン
ボ

イ
ル

市
、

ジ
ャ

ラ
ン

ト
ン

市
。

89
．

ナ
ッ

ト
ウ

キ
ナ

ー
ゼ

の
生

産
（

年
間

90
ト

ン
）、

フ
ル

ン
ボ

イ
ル

市
ア

ジ
ュ

ン
。

90
．

麦
こ

う
じ

の
生

産
（

年
間

10
万

ト
ン

）、
フ

ル
ン

ボ
イ

ル
市

ア
ル

グ
ン

市
。

91
．

エ
コ

野
菜

の
栽

培
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

年
間

３
万

ト
ン

）、
シ

リ
ン

ゴ
ル

盟
多

倫
県

。

黒
龍
江
省

92
．

ぬ
か（

年
間

５
万

ト
ン

）、
食

物
繊

維（
２

万
ト

ン
）、

高
た

ん
ぱ

く
食

品（
2.5

万
ト

ン
）

の
生

産
、

ハ
ル

ビ
ン

市
。

吉
林
省

93
．

天
然

食
用

色
素

の
生

産
（

年
間

14
万

ト
ン

）、
白

山
市

。
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79
．

天
然

銀
イ

オ
ン

水
の

生
産

、
ル

ー
ス

カ
ヤ

湾
。

80
．

海
面

栽
培

の
振

興
。

81
．

水
生

生
物

資
源

の
高

度
加

工
場

の
建

設
、

ペ
ト

ロ
パ

ブ
ロ

フ
ス

ク
・

カ
ム

チ
ャ

ツ
キ

ー
市

。

チ
ュ
コ
ト
自
治
管
区

82
．

海
獣

猟
、

原
料

の
高

度
加

工
お

よ
び

薬
剤

・
化

粧
品

・
精

肉
・

毛
皮

皮
革

製
品

の
生

産
の

共
同

組
織

。 ア
ム
ー
ル
州

83
．「

北
居

住
区

」
の

総
合

建
設

、
ブ

ラ
ゴ

ベ
シ

チ
ェ

ン
ス

ク
市

。

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国

84
．

レ
ン

ガ
工

場
の

建
設

、イ
ボ

ル
ギ

ン
ス

キ
ー

地
区

ク
ラ

ス
ノ

ヤ
ロ

ボ
居

住
区

。
85

．
小

居
住

区
の

建
設

、
ウ

ラ
ン

・
ウ

デ
市

。

サ
ハ
リ
ン
州

86
．

手
ご

ろ
な

価
格

の
住

宅
の

建
設

。
87

．
レ

ン
ガ

工
場

の
建

設
、「

ド
リ

ン
ス

ク
都

市
管

区
」

ソ
ス

ノ
フ

カ
居

住
区

。
88

．
玄

武
岩

繊
維

お
よ

び
そ

れ
を

ベ
ー

ス
に

し
た

断
熱

材
の

工
場

の
建

設
、

ユ
ジ

ノ
サ

ハ
リ

ン
ス

ク
市

。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

89
．

ペ
ト

ロ
パ

ブ
ロ

フ
ス

ク
・

カ
ム

チ
ャ

ツ
キ

ー
都

市
管

区
お

よ
び

エ
リ

ゾ
ボ

地
区

で
の

住
宅

建
設

。 イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州

90
．

観
光

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
型

経
済

特
区

「
バ

イ
カ

ル
・

ハ
ー

バ
ー

」
の

観
光

イ
ン

フ
ラ

施
設

建
設

へ
の

中
国

の
投

資
の

誘
致

。

カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
地
方

91
．

観
光

イ
ン

フ
ラ

施
設

の
建

設
（

ス
キ

ー
リ

ゾ
ー

ト
地

、ス
パ

付
き

ホ
テ

ル
、

ホ
テ

ル
）、

エ
リ

ゾ
ボ

地
区

、
ミ

ル
コ

ボ
地

区
。

　

７
．

建
設

業
お

よ
び

建
材

業
黒
龍
江
省

94
．

有
限

責
任

会
社

「
セ

メ
ン

ト
・

ハ
オ

リ
ャ

ン
ヘ

」
の

再
建

と
年

間
生

産
量

30
0万

ト
ン

拡
張

、
伊

春
市

。
95

．
ク

リ
ン

カ
ー

の
生

産
量

を
12

0万
ト

ン
拡

張
、

ジ
ャ

ム
ス

市
。

吉
林
省

96
．

オ
ー

ト
ク

レ
ー

ブ
（

高
温

高
圧

蒸
気

）
養

生
砂

・
石

灰
レ

ン
ガ

の
生

産
（

年
間

10
億

個
）、

長
春

市
。

97
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
生

産
（

年
間

12
0万

ト
ン

）、
琿

春
市

。
98

．
高

密
度

パ
ー

ケ
ッ

ト
の

生
産

量
（

18
0万

m
2 ）

の
拡

張
、

琿
春

市
。

８
．

観
光

振
興

黒
龍
江
省

99
．

牡
丹

江
の

国
際

展
示

セ
ン

タ
ー

「
極

東
」。

10
0．

世
界

貿
易

セ
ン

タ
ー

、
ジ

ャ
ム

ス
市

撫
遠

県
。

10
1．

ベ
イ

ヘ
イ

ダ
オ

12
温

泉
パ

ー
ク

の
建

設
、

大
慶

市
。

10
2．

映
像

娯
楽

施
設

の
建

設
、

伊
春

市
。

10
3．

ア
ム

ー
ル

川
沿

い
の

観
光

ル
ー

ト
「

嘉
蔭

－
蘿

北
」

の
開

拓
、

伊
春

市
。

10
4．

観
光

基
地

「
北

極
の

町
」

の
建

設
、

大
興

安
嶺

地
区

漠
河

県
。

９
．

輸
送

黒
龍
江
省

10
5．

ロ
ジ

ス
テ

ィ
ク

ス
セ

ン
タ

ー
の

建
設

、牡
丹

江
市（

牡
丹

江
企

業「
フ

ア・
マ

オ
」）

。
10

6．
国

際
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ク
ス

パ
ー

ク
、

綏
芬

河
市

。

吉
林
省

10
7．

辺
境

ロ
岸

の
港

湾
の

物
流

地
帯

の
建

設
、

図
們

市
。

遼
寧
省

10
8．

中
ロ

貿
易

物
流

セ
ン

タ
ー

の
設

立
、

鉄
嶺

市
。

出
所

：「
ロ

シ
ア

は
中

国
の

手
に

渡
さ

れ
る

の
か

？
」、

ht
tp

://
w

w
w

.d
eb

ri-
dv

.ru
/

12 原文のまま。
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The Russian economy immediately prior to the global 
financial crisis was of the form "exporting nation-debtor 
nation," greatly dependent on the inflow of capital to 
exports, such as energy resources, and to the private sector. 
The Russian economy has suffered a double whammy (a 
decrease in external demand and the withdrawal of foreign 
capital) via the global financial crisis.

The economy of the Russian Far East has also 
suffered a double whammy, yet this was a decrease in 
external demand and a decrease in domestic demand. For 
the manufacturing sector oriented toward the domestic 
consumer market, and the electricity generating industry 
and energy industry, however, the relative decrease in 
output was small. On the other hand, the production 
of commercial machinery manufacturing and of the 
construction materials industry greatly decreased. The result 
was that the volume of freight transportation also decreased. 
Additionally, the labor market has also worsened, and the 
increase in real wages has also stalled. Characteristic in 
the economy of the Russian Far East is that fixed capital 
investment has increased (a 20.8% increase in the first half 
of 2009). This is probably due to government investment 
and the implementation of National Priority Projects.

On the whole, a structural change has occurred in the 
economy of the Russian Far East, where the investment-
goods-producing sector is decreasing and the consumption-
goods-producing sector is increasing. The facts that the 
share of the service industry has fallen and that the share 
of investment in the area of consumption has fallen can be 
raised as positive changes. Import substitution has been 
occurring in food and other relatively basic goods. 

In August 2008 the Far East and Zabaykalye regional 
development program was reviewed, and the amount of 
investment increased from 567 billion rubles to 700.5 
billion rubles. On that occasion, the investment amount 
for the subprogram "The Development of Vladivostok 
as a Center for International Cooperation in the Asia-
Pacific Region" doubled. More than 70% of the investment 
amount for the program is aimed at the development of 
transportation infrastructure and electricity infrastructure. 
In addition the construction and improvement of health, 
education, cultural and sports facilities is also to be carried 
out. The construction of a bridge across the Golden 
Horn, the construction of a bridge across the Eastern 
Bosphorus, the improvement of the international airport, 
and the construction of conference facilities which will 

later become federal university facilities, etc., are to be 
carried out within the framework of the city development 
subprogram for Vladivostok.

Hit by the crisis, changes have taken place for 
part of the project. For example, in the "South Yakut 
Comprehensive Development" project—for which the 
funding was decided would come from the "Investment 
Fund" in 2008—the 2009 budgetary reduction and the 
supplementation of the 2010 budget were fixed in June 
2009. Furthermore, in the city development subprogram 
for Vladivostok, while the budget total will not change, the 
construction of part of the facilities was pushed back.

Via the contraction of external demand accompanying 
the global financial crisis, exports in the fourth quarter of 
2008 for the Far Eastern region were only 64.6% of those 
for the same period of the previous year. The decrease in 
exports has been continuing in 2009 too. The drop in the 
price of exports has also been affecting this. Concerning 
imports, the depreciation of the ruble, the decline in 
household incomes, and the contraction in domestic 
demand have been having an influence. In addition, 
the announcements of the rise in tariffs for imported 
secondhand cars and for raw timber exports have been 
having a profound influence on market trends.

Escape from the crisis in the economy of the Russian 
Far East depends on two factors. One is the prospect for 
the stability of good economic conditions in the Russian 
economy as a whole. The other is the speed of economic 
recovery in the countries of Northeast Asia. Among the 
countries of Northeast Asia, the one displaying the most 
rapid recovery is China. Russia and China have reached 
agreement on cooperating in the implementation of 
(multiple) projects in the eastern part of Russia and in the 
northeastern part of China.

Will Russia's intent to attract Chinese investment 
for the economic development of Russia's Far Eastern 
resources be realized? Will China's idea of "economically 
swallowing up" the eastern part of Russia, ultimately 
making the region a part of the Chinese market, be realized? 
Will Russia be able to utilize the Chinese market, and go 
out into the international market via the route of sales in 
China? The geopolitical and strategic balance of Northeast 
Asia depends on this, as also does how the Russian Far East 
and Zabaykalye will escape the crisis.

� [Translated by ERINA]
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